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研究旅行グループテーマ 

多民族・多文化都市ニューヨークにおける芸術の役割 
―黒人映画、サーカス、ゴスペル、コンセプチュアルアート、パブリックアートの 5つの断面から― 

個人テーマ 

美術史におけるコンセプチュアルアートの位置づけ 

―コンセプチュアルアーティスト ソフィ・カルと写真の関係をヒントにー 
 
 

目的 

海上交通の拠点として発展してきた大都市ニューヨークは、人、もの、金と共に、あらゆる時代、地域、種類の芸術作品を集め
てきた。この研究旅行では、それらの展示・鑑賞現場に立ち会い、卒業論文のテーマである現代アートについての考察を深めるこ
とを主な目的とする。 

現代アートと一口にいっても様々であるが、特に注目しているのがフランス人アーティスト ソフィ・カル Sophie Calle（1953-, 
パリ）である。彼女の作品は、コンセプチュアルアートというジャンルに分類される。概念芸術とも訳されるこのジャンルにおいて主眼
となるのは、熟練によって高められるような技術というよりも、作品のコンセプトや制作過程にあるアーティストの思想である。例えば
ソフィ・カルのデビュー作≪眠る人々 Les Dormeurs≫（1979）は、元々作品として制作されたのではなく、彼女の言葉でいう
ならば、“単なる個人的なゲーム”だった。あるきっかけにより、「24 時間中、ベッドがふさがっているところ」を想像したソフィ・カルは、
それを自ら実行に移した。自分のベッドで八時間眠るよう、知人や道行く人に声をかけたのだ。ソフィ・カルは協力者たちの眠る姿
をカメラに収め、単調な報告書然とした言葉で彼らの様子や言葉を記録した。彼女のこのような試みが“作品”として扱われるよう
になったのは、偶然の出会いがきっかけであった。ある一人の協力者の夫が美術評論家だったのだが、妻から、この眠りに参加した
ことを聞いて興味を持ち、展覧会への出品を促したのだ。人の眠りの記録でさえ作品となることができる“アート”とは、一体何なの
であろう。このような、芸術、アートとは何かという問いを見るものに湧き起こさせるのもコンセプチュアルアートの特徴のひとつであると
いえる。このような表現は、過去にさかのぼっていくと、マルセル・デュシャンの唱えたレディ・メイドという概念や、ダダイスムにいきつく。
さらに、これらの表現・主義も過去にさかのぼっていくことができる。全ての表現はあくまで美術史の上に成り立っており、つまりは同
じ文法に則っているはずなのである。ニューヨークでは、できるだけ多くの作られたものを見、美術史をおさらいすることで、卒業論文
執筆に繋げたいと考えている。 

 

目的地 

アメリカ合衆国 ニューヨーク市（マンハッタン、ブルックリン、クイーンズ） 

 

 



日程 

出発予定日 2014年 1月 30日 
帰着予定日 2014年 2月 10日 

旅行予定日数（発着日含む） 
12日間 

 滞在地 行動・調査内容 
1/30 
第１日目 

福岡、成田 
ニューヨーク 

福岡空港(7:20 発) →成田経由(9:00 着 11:10 発) 
→JFK 空港(1/30 10:05 着) 

1/31 
第２日目 

ニューヨーク Museum of Modern Art(ニューヨーク近代美術館)見学 

2/1 
第３日目 

ニューヨーク Solomon R. Guggenheim Museum(グッゲンハイム美術館)、The Metropolitan 
Museum of Art(メトロポリタン美術館)見学 

2/2 
第４日目 

ニューヨーク 中古品店 JUNK、フリーマーケット Smorgasburg にて資料探し、New Museum(ニュー
ヨーク新美術館)見学 

2/3 
第５日目 

ニューヨーク 大雪のため宿泊先待機 

2/4 
第６日目 

ニューヨーク International Center of Photograph(国際写真センター)、Museum of Design 
and Art(デザイン＆アートミュージアム)見学、書店 Power house Arena で写真鑑賞と
資料探し 

2/5 
第７日目 

ニューヨーク Museum of the New York City(ニューヨーク市博物館)、Whitney Museum of 
American Art(ホイットニー美術館)、GALERIE PERROTIN(ギャラリー)、
DOMINIQUE LÉVY(ギャラリー)見学 

2/6 
第８日目 

ニューヨーク The Metropolitan Museum of Art(メトロポリタン美術館)見学 

2/7 
第９日目 

ニューヨーク American Museum of Natural History(アメリカ自然史博物館)見学 

2/8 
第 10日目 

ニューヨーク The Cloisters(クロイスターズ美術館)見学、書店 STRAND にて資料探し 

2/9 
第 11日目 

ニューヨーク 
ボストン 

予定便が関東地域の悪天候のため欠航、ボストンを経由し予定より三時間半遅れて 
翌 2/10 20：00 成田着 

2/10 
第 12日目 

ボストン 
成田 

東京泊 

2/11 
第 13日目 

羽田 
福岡 

羽田空港(7：10 発) →福岡空港(9：10 着) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

調査結果 

ニューヨークに多数開かれている美術館・博物館のうち、10 の施設といくつかのギャラリーに行くことができた。 
はじめに訪れたのは、ミッドタウンに位置する MoMA(ニューヨーク近代美術館)である。[図 1] 1929 年に設立されたこの美

術館には、現在15万点以上の絵画、彫刻、写真、建築、デザイン作品と、約２万2千本のフィルム、４万枚のスチールが所蔵
されている。有名な作品も多く、ピカソの《アヴィニョンの娘たち》（1907）やゴッホの《星月夜》（1889）をはじめ、印象派として
知られるモネや、シュールレアリズムの画家ダリの作品をみることができる。1960 年代にニューヨークで花開いたポップ・アートの代表
者アンディ・ウォーホルの作品は、キャプションと共に展示されるのみならず、館内のいくつかの壁紙のパターンとしても用いられている。
[図 2] コンセプチュアルアートに関連する作品としては、マルセル・デュシャン Marcel Duchamp(1887-1968)の《自転車の車
輪 Roue de bicyclette》(1913 年）が重要であろう。[図 3] 彼が提唱した、既製品を用いて作品とするレディ・メイドの第一
号がこの作品といわれている。ごくありふれた自転車の車輪を、本来の向きとは逆にし、木製のスツールに取り付けたものであるが、
作品をみただけでは、これは何か？という疑問が湧くばかりだろう。ある MoMA の職員は、こどもを対象にしたギャラリーツアーでは、
この作品について何かを説明するということはせず、こどもから出てくる自然な問いを共有することからはじめるのだという。1961 年
になって、彼はレディ・メイドの生成過程について、次のように説明している。 

「1915 年ニューヨークの金物屋で雪かきシャベルを買い、それに「折れた腕のために、備えあれば憂いなし」と書いた。こうした表
現形式の呼び名として「レディ・メイド」という言葉が頭に浮かんできたのはその頃だ。ここできわめて明確にしたい点は、それらの「レ
ディ・メイド」の選択はけっして美の快楽のために決めたのではないということだ。視覚的なことがらへの無関心と、あわせて趣味の良
し悪しの全面的な不在…つまり完全なる知覚麻痺の状態に対する反動。それが選択のもとになった。１つ重要な特色があるとす
れば、たまに「レディ・メイド」に書き込んだ短文だろう。この文は、題名のようにそのものを説明するのではなく、見る人の意識をもっ
と言語的な他の領域に向けさせるためのものだった」（トニー・ゴドフリー『コンセプチュアル・アート』pp.28） 

確かに、レディ・メイドの作品たちをどう解釈すればいいのか、従来の芸術作品と同じようには鑑賞するのは難しいであろう。車輪
もシャベルも、そして最もスキャンダルとなった男性用の小便器も、誰にでも買うことのできる日用品である。そのようなものを敢えて
日常という文脈から取り出し本来の機能性を失わせるよう設置することで、新たなものの見方を創出したのだ。 

 

[図 1] MoMA ビル街にある 



 
[図 2] MoMA 内部                     [図 3] デュシャン ≪自転車の車輪≫ 

  
コンセプチュアルアート初期の展覧会に登場し、写真に本格的に取り組んだベッヒャー夫妻 Bernd Becher, Hilla Becher

（1931-2007/1934-,ドイツ)による写真作品もあった。彼らは、自身らが1920 年代のドイツの新即物主義の系譜を継ぐと自
認しているが、給水塔や農民の家など日常的な構造物を主題にし、かつそれらを 1960 年代のミニマリストのように並べているとい
う特徴が、コンセプチュアルアート派の他のアーティストたちを惹きつけた。もともとはドローイングで記録しており、写真には 1957 年
になって移行したというのも重要な点だ。展示されていた《回転する塔 Winding towers》 は 1966 年から 1997 年のものだ。
[図 4] 一見、どの塔もほとんど同じ姿をしており、大量生産された工業製品のようである。夫のベルントは、このように写真に撮っ
て横に並べ見比べることによって、ひとつひとつの違いがわかるのだ、と述べた。彼らの作品は自己表現とは無縁であり、1970 年に
刊行された『無名の彫刻―工学的構築物の類型学』も、作品集というよりも類型学的な編纂になっている。現代美術研究家で
ザザビーズ・インスティテュート（ロンドン）の講師でもあるトニー・ゴドフリーによれば、「記録」というのは「レディ・メイド」「介入」「言
葉」と並んでコンセプチュアルアートの形態のひとつであるというが、ベッヒャー夫妻とソフィ・カルの共通点を挙げるならまさにそれは
「記録」者の態度だといえよう。テキストと共に写真を用いるソフィ・カルであるが、自己を表現しようという意識はみられない。一方
で、ソフィ・カルが、自ら起こした行動を記録する、つまり被写体を可能な限り自分の手でアレンジするのに対し、ベッヒャー夫妻がカ
メラを向けたのは既に存在していたものである、という特徴の違いもある。これらは今後、より深く掘り下げていきたいテーマとして残
しておくことにする。 

 



[図 4] ベッヒャー夫妻≪回転する塔≫ 

 
MoMA は金曜の夕方から、UNIQLO FREE FRIDAY NIGHT という無料で入場できる時間帯を設けている。人は多かった

が、その分いろんな鑑賞者がいた。じっと作品を見つめる人、一瞥して通り過ぎる人、見もしない人、何度も戻ってくる人、キャプシ
ョンばかりみている人、写真を熱心に撮る人…。それぞれの見方があるのだと感じたが、誰もが等しく鑑賞者となる空間は、バックグ
ラウンドや価値観の異なる人がたくさん集まった都市にこそ、求められているのではないかと思った。[図 5、6] 

 

[図 5] ゴッホ≪星月夜≫など有名作品が集まる部屋    [図 6] ユニクロ Free Friday Night の看板 
  



セントラルパークの東側、特に五番街には、美術館やギャラリーが集中している。フランク・ロイド・ライト晩年の傑作で、白いカタ
ツムリのような外観で有名なSolomon R. Guggenheim Museum (グッゲンハイム美術館) もその中にある。[図7] 残
念ながら常設の螺旋部分は改装中であったが、特別展の写真家キャリー・メイ・ウィームス Carrie Mae Weems（1953-、オレ
ゴン）は興味深かった。写真と映像作品による、黒人のアイデンティティの主張とでもいうべき内容であった。家族やアフリカの住居
文化がモノクロで撮られている一方、黒と赤、あるいは青や黄色との二色でプリントされた黒人のポートレイトなどがあった。[図 8]
白ではない色との二色での表現は、白と黒という二項対立からの脱出を暗に示しているのではないだろうか。また、それらの一部に
は、COLORED、BLACK、YELLA(比較的肌の色が薄いアフリカ系アメリカ人女性を指すスラング) 、MOODY などの言葉が付
けられていた。いずれも黒人への差別的なニュアンスを含んでいる。言葉を文字で示して見せ、黒人の肖像に加えることで、差別
の事実を見るものに突きつけているのだろう。 

 
      [図 7] グッゲンハイム美術館 外観         [図 8] Carrie Mae Weems, Blue Black Boy (1997） 

 
アメリカ最大の美術館The Metropolitan Museum of Art(メトロポリタン美術館) も、おなじく五番街にある。先史時

代から現代にいたるまで、幅広い地域とジャンルの美術品、工芸品が展示されている。二回訪れたが、それでももっと時間がほし
いと思った。特に印象的だったのは、オセアニア地域の先住民たちの木彫りの人形やお面、船の装飾である。[図 9,10]  作者
名のない作品たちは、いまにも動き出しそうなほど表情豊かで、見ていて飽きなかった。顔や身体など、デフォルメされた姿かたちは、
まったく古さを感じさせず、むしろ新しい芸術を見ているような気がした。素材がプラスチックやビニールではなく、木や石、布や鳥の
羽など全て自然物を用いている点がそう感じさせたのかもしれない。 

毎日美術館を訪れることができる環境はもちろん素晴らしかったのだが、見るばかりでどこか物足りなさを感じ始めていた。そんな
ときこの美術館で、ニューヨークで写真を勉強しているという同世代の女の子に出会った。写真の学校に行っているという彼女は、
課題制作のためか、ギリシャ時代の像の並ぶ部屋にカメラを持ち込み、鑑賞客に声をかけては彫像の横で同じポーズをさせカメラ
に収めていた。協力ついでにわたしが研究旅行でニューヨークに来ていることや、大学で表象文化を専攻し、ソフィ・カルについて調
べていることを話すと興味を持ってくれ、励ましの言葉をくれた。もっと、このような交流を積極的に持つことができたらよかった、という
のは、反省のひとつである。 



 
[図 9]                                 [図 10] 
 

 ニューヨーク市は、マンハッタン、ブルックリン、クイーンズ、ブロンクス、スタテンアイランドの5つの行政区に分かれている。今回はクイ
ーンズに宿泊し、マンハッタンやブルックリンに出かけて行ったのだが、地区それぞれに特徴があり、またその中でも雰囲気の違いを感
じた。マンハッタンも、テレビや映画でみるような超高層ビルの風景がある一方で、決して新しいとは言えない地域もあった。New 
Museum(ニューヨーク新美術館) もそんな場所にあった。付近にはこの美術館よりも高い建物はほとんどなく、暇を持て余した
ような人たちがぶらぶらしながら午後を過ごしていた。2007 年にオープンしたというこの美術館の建物は、金沢 21 世紀美術館を
設計した SANAA という日本人（妹島和世と西沢立衛）の建築家ユニットによるものだ。二つのフロアが改装中だった。最上階
はガラス張りのギャラリーになっていて、作品はなく白い壁とテラスがあり、周囲を見渡すことができた。[図 11] 太陽が低い時間帯
は、もっときれいな風景が見られるのだろう。 
 



 
[図 11] 
 

楽しみにしていた施設のひとつが、International Center of Photograph(国際写真センター) だった。 開催されて
いたのは、ロバート・キャパ Robert Capa（1913-1954,ハンガリー）のカラー写真展だった。キャパといえば代表作はモノクロの
戦場写真であるが、ここでは穏やかな人物、風景のカラー作品の展示だった。フランス、ロシア、ノルウェイ、中国など、様々な国に
赴いていたようだ。印象的だったのは、空の青色だった。モノクロに比べ、温度や湿度がよりはっきりと伝わってきた。[図 12] 

階下の“What is a photograph?”というタイトルの展示では、視覚イメージを広げる手段としての写真が展示されていた。手
を加えて色をかえたり、絵具を重ねたり、コラージュしたり、立体の既成品と組み合わせたりと、現実に見えているものをいかに捻じ
曲げ、主観を表現するか、という試みであるといえる。それらは、色や影が部分的には美しいが、もはや何を写したのか判断できな
いほどになっている。表現に特徴のある匿名性の低い作品は、撮った者の存在を大いに主張することができるが、被写体が判別で
きないものを果たして写真と呼べるのであろうか。もしくは、そのような人々にとって、表現手段が写真である必要があるのだろうか。 

ソフィ・カルの写真の用い方は、既に述べたように、単なる記録手段である。シャッターを切ったのが彼女であるかどうかもさほど重
要ではなく、時には彼女自身が被写体となることさえある。彼女のアーティストとしてのはじまりは、長い旅から帰ってからのことであ
る。行くべきところもすべきこともなく、ただただ時間を持て余していたソフィ・カルは、道行く見知らぬ人の後をつけ、その歩みを写真
とメモで記録したのだ。これは処女作品として、デビュー後に発表されたが、その後の作品においても、写真は常に用いられ、このた
めに時に彼女は写真家として紹介される。キャパの作品が、戦場の現実を捉え人々にみせることで「百聞は一見に如かず」という
言葉を全面に出しているのに対し、ソフィ・カルにおいては、写真は決定的な情報ということでもなく、テキストと互いに補い合う形を
とっている。それ単体では生きられない写真なのである。このような、写真の可能性という点からも、ソフィ・カルを考察することが可
能であろう。 

 



 おなじくセントラルパークの東側にある Whitney Museum of American Art(ホイットニー美術館)は、現代アートの美
術館である。[図13] 半分のフロアが改装中ではあったが、記憶に残る作品をみることができた。地上階には、写真家エドワード・
スタイケン Edward Steichen1879-1973 によるチャップリンやデートリッヒ、トーマス・マンなどの著名人たちのポートレイトが並ん
でいた。この人物は、写真家としての活動に留まらず、ニューヨーク近代美術館の写真部門のディレクターを 1947年から 15年間
務めた。ファッション雑誌 VOGUE においても活躍し、顔じゅうにレースをまとった女性がこちらを向いている作品は、昨年東京世田
谷美術館で行われた展覧会のポスターにもなった。 

エレベータで上がると二階には、フロア全体を使ったウィルコックス T.J.Wilcox（1965-,シアトル）によるインスタレーション作品
があった。[図 14] 浅く平たい筒状のスクリーンが天井から吊るされていて、その内側にある定点から見たニューヨークの街の映像
が 360 度映されている。主に空と雲の動き、そして建物が画面を占めており、時々小さな人影が見える。この美術館を訪れた時
は太陽が空にある時間帯（おそらく午後だろう）の街が映っていたが、実際の時刻に合わせてか、画面の中の街も暗くなっていき、
夜の風景も映すようだ。この作品は、本当にきれいだった、という以上にない。言ってしまえば、街を動画に撮っているだけなのであ
るが、薄暗い中、スクリーンに映された街を見ていると、現実にあるはずの風景が、作られた虚構に思えてくるのである。 

 
左[図 12] Robert Capa, [Young visitors waiting to see Lenin’s Tomb at Red Square, Moscow], 1947. © 

Robert Capa/International Center of Photography/Magnum Photos. 
  右[図 13]  

[図 14] 



 この他に、デザイン＆アート美術館、ニューヨーク市博物館、クロイスターズ美術館、自然史博物館と、それから五番街にあるいく
つかのギャラリーにも足を運んだ。Museum of Design and Art(デザイン＆アートミュージアム)には、名の通り、デザインとも
アートとも呼べるような作品が多くあった。それらは、デザイン性を重視されれば、作品というよりも商品であった。例えば宝石や、椅
子である。また、3D プリンターや、吐息や囁き声に反応して幾何学的な立体が浮かび上がる映像装置、バーチャルろくろなど、最
先端技術に触れることもできた。 
 Museum of the New York City(ニューヨーク市博物館)では、いくつかのテーマで展示が行われていたが、特に興味深
かったのは、2012 年 10 月 29 日にアメリカ北東海岸部を襲ったハリケーン SANDY の被害の記録だ。写真や当時のニュース映
像、実際に雨風に曝されたという木製の台などが展示されていた。印象的だったのは、小さな鏡と洗面台の写真だ。一瞥しただけ
では、被害を免れた家屋を写しているようにもみえるが、よく見てみるとその鏡には、まるで海の絵か写真のように、全面に水平線
が映り込んでいるのだ。洗面所のある壁を残して、建物の大部分は飛ばされてしまったのだろう。室内にあるはずのものを屋外でみ
ることの違和感は、このような自然災害にあっては人間のちっぽけさを感じさせる。日本も大きな震災を経験して 3 年になるが、そ
の経験が語り継がれる意味が、確かにあると感じた展示だった。 
 メトロポリタンの分館でもある The Cloisters(クロイスターズ美術館)（フランスの中世修道院の回廊 cloister を移設して
建築）は、セントラルパークよりもさらに北にあるフォートトライオンパーク内にある。ここでは、彫刻家のジョージ・グレイ・バーナードが
フランスで集めた中世僧院の廃材などのコレクションと、この美術館のための土地をニューヨーク市に寄贈したロック・フェラー二世自
らのコレクションをみることができる。少し小高くなった丘にあるので、バスを使わずに行くと、最寄りの地下鉄から 10 分ほどあるくこと
になる。まだ雪の残る道は美しく、ニューヨークという都会にいることを忘れるほどであった。クロイスターズ内部は、客はいるものの独
特の静けさがあった。一番記憶に残っているのが、キリストの木製のトルソーだ。[図 15] トルソーというだけあって、本当に胴のみ
なのだ。首、そして肩と膝から先がないその佇まいにはっとしたが、それ以上にわたしを惹きつける何かがあった。夏に訪れたなら、全
く違った雰囲気だっただろう。いつか夏にニューヨークに行くことがあれば、必ずここをまた訪れたいと思う。 
 セントラルパークの西側にあるアメリカ自然史博物館は、映画『ナイト・ミュージアム Night at the Museum』（2006）の舞
台となったことでも有名であり、自然と世界の文明に関する数々の資料をみることができる。資料の総数は膨大で、展示されてい
るのは、コレクションの二パーセントにすぎないとも言われている。ここでも、メトロポリタンでみたようなトーテムポールや木彫りの人形
をみることができた。カエルか、トカゲのような生き物を頭にのせた人の姿は可笑しかった。[図 16] ただこの部屋は特に薄暗く、展
示物が見にくかった。展示物保護のためかもしれないが、メトロポリタン美術館の明るさと比べると、暗すぎるような気もした。他に、
鉱物や人類の歴史を解説したパネルをみたが、その中には、ラスコーの壁画を例に、芸術とは人間に特有なものなのか？という記
事があった。このように、可能な限り時代をさかのぼって、芸術とは何か、ということを考えることも重要な観点であろう。 

 
[図 15]                          [図 16] 

 



研究旅行を終えて 

 この研究旅行中は、毎日が刺激的でわくわくし通しだった。ニューヨーク市を出ることはなかったが、ギリシャ彫刻から現代美術に
至るまで、また、アジア、オセアニアからヨーロッパのものまで様々なものを見、時代も場所も十分に行き来したように感じる。どんな
作品や歴史も、全てわたしの研究テーマにつながっていることを、改めて感じた。普段研究というと、特に言葉による説明が不可欠
な現代アートを考える際は、どうしても文献ばかりに目がいってしまうが、実際に作品が鑑賞されている空間に身を置くことは文献に
触れることと同様に、あるいはそれ以上に欠かせないことだということがわかった。また、大きな収穫のひとつは、研究資料を入手でき
たことだ。ミュージアムショップはもちろんのこと、ガゴシアンギャラリーのギャラリーショップ、中古品店や古本屋でも貴重な資料を見つ
けることができた。今後の研究で十分に生かせるよう読み込みを進めたい。 

途中、慣れない天候のために動けない日があったり、帰国予定便がキャンセルになったりと思わぬ予定変更を強いられることもあ
ったが、それらを乗り越えて目的を果たすことができたと思う。そして何より、ひとりではなかったことがこの旅を色濃いものにしたことは
間違いないだろう。有事への対応だけでなく、自分と合わせて五人分のものに触れることができ、学びもその分広がった。この経験
を元に、卒業論文の執筆を始めたい。また、残り一年間となった大学生活を有意義にしたいと思う。 

 
最後に、お世話になりました教育・研究推進課の金子さん、大久保さん、応募時から貴重なご意見・ご助言をいただきました

国際文化学部の先生方、そしていつも熱く指導してくださる後藤先生に、深く感謝いたします。ありがとうございました。 
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